
 

 

 

 

１ 単元の目標 

分数の意味と表し方について理解を深め、分数の相等や大小関係について考える力を身に付けるとと

もに、異分母の分数の加法及び減法の計算のしかたについて、図や式などを用いて考える力を身に付け

る。また、その過程を振り返り、分数の表現のよさに気付き生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

分数の分母、分子に同じ数を

乗除してできる分数は、もとの

分数と同じ大きさを表すこと

や、分数の相等及び大小につい

て理解し、大小を比べることが

できる。また、異分母の分数の加

法及び減法の計算ができる。 

数を構成する単位に着目し、

数の相等及び大小関係について

考察している。また、分数の意味

や表現に着目し、異分母の分数

の加法及び減法の計算のしかた

を考えている。 

分数の意味と表し方、異分母

の分数の加法及び減法につい

て、数学的に表現・処理したこと

を振り返り、多面的に捉え検討

してよりよいものを求めて粘り

強く考えたり、数学のよさに気

付き学習したことを生活や学習

に活用しようとしたりしてい

る。 

３ 指導と評価の計画（全９時間） 

時

間 学習活動 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・ 

表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

１ 

 

大きさの等しい分数の表し方を考え、分数の

性質を理解する。 

  観察・ノート 

２ 

 

約分の意味を理解し、約分することができる。 観察・ノート 

ロイロノート 

  

３ 

 

異分母の分数の大小の比べ方を考え、通分の

意味を理解する。 

観察・ノート 

ロイロノート 

  

４ 

 

分母の公倍数に着目して、通分することがで

きる。 

 観察・ノート 

小テスト 

 

５ 

本

時 

異分母の分数の加法の計算のしかたを理解す

る。 

観察・ノート 

ロイロノート 

  

６ 

 

異分母の分数の加法の計算で約分をする場合

や、異分母の帯分数の加法の計算ができる。 

 観察 

ロイロノート 
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７ 異分母の分数の減法の計算のしかたを理解す

る。 

観察 

ロイロノート 

  

８ 異分母の帯分数の減法の計算や、３口の異分

母の分数の加減混合の計算ができる。 

 観察 

ロイロノート 

 

９ 学習内容の理解を確認し、確実に身に付ける。 振り返りカード 

小テスト 

  

４ 本時案（５／９） 

(1) 本時の目標 

  分数の見方や通分の考え方を通して、異分母の分数の加法の計算のしかたを理解する。 

(2) 本時の展開 

時 ○学習活動 ・児童の反応 ◇留意点 ☆評価 

導

入 

 

 

○教科書 P123左の問題に取り組む。 

・
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５
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３

５
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○右の問題に取り組む。 

・
１

２
+

１

３
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２

５
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１

６
Ｌ 

５

６
Ｌ など 

・「分母がそろっていない。」 

・「分母が同じだと計算できるけど･･･」 

 

 

 

 

◇分母がそろっていると計算でき

ることを想起させる声かけを行

う。 

 

展

開 

○見通しをもつ。 

・計算（通分）でやってみよう。（ピンクカード） 

・入れ物の目盛りをそろえて考えてみよう。（みどりカー

ド、写真） 

○どちらかの方法を選んで、計算のしかたを考える。 

＊ヒントカード 

・計算        ・図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆異分母の分数の加法の計算のし

かたを、図や式に表して考えるこ

とができる。 

 

◇手が止まっている児童に、Ｔ２が

ヒントカードを配付する。 

 

 

 

 

 

課題  分母のちがう分数のたし算は、どのように計算す

ればよいだろうか。 

 



○通分グループと図グループに分かれて交流する。 

【交流の視点】 

① 答えの確認 

② どうやって考えたのか。なぜそうしたのか。 

○全体で交流する。 

【計算グループ】・
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それぞれを通分して分母をそろえることで分母が同じ計算

のしかたと同じように計算できる。 
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【図グループ】・入れ物の目盛りを６個に分けて、
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◇児童から、分母をそろえること

と、目盛りをそろえたことが一緒

だという考えを引き出せるよう

にする。 

 

◇色水を実際に操作して、
５

６
𝐿にな

ることを確認する。 

終

末 

○全体で教科書 P124 ９を解く。 

○振り返りを書いてロイロノートで提出する。 

○個別に適用問題を解く。（キュビナで配信されたワーク

ブックに取り組む。） 

 

☆異分母分数の加法の計算ができ

る。 

 

◇振り返りの視点を示すために、早

く書けた児童に発表してもらう。 

５ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に係る授業改善のポイント 

【協働的な学びを目指した交流のしかたの工夫】 

〇ICTの活用 

・普段の算数の学習は、ノートのみで学習しているので、タブレットとノートの両立を目指して、あ

る程度の授業の流れを統一し、タブレットとノートの活用の目的を明確にして進めてきた。 

・ロイロノートは他教科で活用する場面が一定程度あり、使い方は慣れている。しかし図を描くなど

の作業はノートの方が描きやすいと感じる児童もいることを踏まえ、ロイロノートかノートの得意

な方を選んで自力解決の場面を設定した。 

〇目的の明確化と共有 

・見通しをしっかりもつことによって、何を考えたらよいのかを明確にした。また、同じ考えの人と

交流することで、自分の考えに自信をもったり、もっと良い方法はないかと探ったりすることがで

きるのではないかと考えた。 

○ C 子どもが安心して、

進んで取り組める授業 

・同じ考えの人同士で、考え 

たことを交流することで、

説明の仕方など教え合うこ

とができる。 

まとめ  分母のちがう分数のたし算は、分母を

通分すれば計算できる。 

 

○ A 子どもが「自分（た

ち）で学び取る」授業 

・適用問題で、自分のレベ

ルに合わせて問題を選ん

で解く。 



〇児童の学び方 

・TTの形態を活用し、基礎的・基本的な知識・技能の定着に課題がある児童への指導の工夫を行っ

た。また、必要な児童には、自分の考えをもつ助けになるようにヒントカードを配付した。 


